
新潟県粟島浦村 川原 燎

【年 齢】
32歳

【出身地】
愛知県清須市

【転出元】
愛知県犬山市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.4～R6.3

愛知県に住んでいた時、会社員をしながら地域の有害鳥獣
捕獲に参加していました。有害鳥獣捕獲が自分の仕事にな
らないかと思いながら生活していたところ、X（旧Twitter
）で、新潟県の粟島で有害鳥獣捕獲専門員を募集している
情報が流れてきたため、これは行くしかないと思い、協力
隊に応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人））ryo.hunting.0013@gmail.com
（電話番号（職場））0254-55-2111

【活動の様子を発信しているSNS】
（Instagram） awashima.team_fisherman ＱＲコード

現在は、山の猟師から海の漁師へと転向し、海で仕事を
行っています。
今後は自分で獲った魚を自らブランド化し、粟島の認知度
をもっともっと上げていくことが目標です。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●粟島定置網漁
粟島定置の船に乗船し、漁の手伝いをしています。
夏は朝４時に起床、冬は５時に起床します。最初は
慣れずに辛い思いをしましたが、今ではその時間に
起床することが体に染み付きました。
漁の醍醐味は大量の魚が揚がってきた時の興奮です。
大量の魚が揚がってくる様子は圧巻です。

●漁師のサポート・個人漁
個人漁師の手伝いを通じて、様々な漁法を学べるこ
とに面白さを感じています。
また、任期満了後も島で暮らしたいと考えているた
め、自分で漁をしています。素潜りで牡蠣を獲った
り、水中銃で魚を獲るなどし、獲れた魚介類は自分
で出荷をしてします。

●積極的に地域行事へ参加
粟島で個人的に一番好きな行事は、祭りです。毎年
10月27日に行われる内浦祭礼では、樽の乗った樽神
輿を持って集落内を走ったり、引いたり、上下左右
に激しく振って回ります。
大漁祈願・海上安全・家内安全を祈願して行われる
お祭りで、１年で一番楽しみな時間です。

漁業・水産業
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